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マ
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グ
み

銑
齪
町
偉
胤
轍
楓
水
禽
題
に
就
て
二
▼

第
f
一
巻

〔鑑
二
號
.

五
西
》

二
〇
四

マ
ル
ク

ス
の
勢
働
一慣
値
論

の
根
本
命
題

に
就

て

H

堀

脛

夫

マ
ル
ク
ス
の
慣
値

論

は
、
普

通

に
勢
働
償
値
論

ε
稠

せ
ち

る

、
所

の
も

の
で
あ

る
。

今
其

根
本

の
主

張
を

マ
ル

.

ク

ス
の
言
葉
を
用

ひ
て
盲
ひ
表

は
す
な
ら

ば

、

ゆ

む

む

む

む

む

　

ゆ

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

　

む

じ

.
『
…
…

一
の
使
用

償
値

の
償
値

の
大

小
を
決
定
す

惹
も

の
は
、
砒
會
的

に
必

要
な

る
勢
働

の
分
量
、
若

く
は
其
使
.

卵
礫
催
卿
蟹
猷
贈
翩
翻
が
禮
轡
師
炉
蜥
卿
耀
ボ
蟹
酬
脚
蹄
び
雄
㌍
夢
践

び
.

　

鳳
至

藤

穿

れ
募

ら
　
暑

書

を

。
.

・

〔
、
}

本
論
友
の
當
的

ε
ず

る
燐
賦
、
看
命
題

に
閲

し
て

重
要
な
軌
む
思
惟
す
.る
款

の
二
黙
の
検
索
に
め
る
。即
ち
第

一
ド

む

ロ

は
儘

纏

ゑ

曇

臓
、
ヤ

〃
グ
ス
に

於
て
鳳
却
狗
な
る
概
念
冠
し
て
取
扱
鳳
れ
て
据
る
か
、適

至

事
で
ゐ
廃
.
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む

む

む
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ゆ
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凄
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落
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澗
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ル
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謂
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値
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び
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換
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亦
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撚
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撫
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穿

蕩
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藩

携

魂

乃
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な
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奮

蒲

ぎ

・
薯
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ε
.駕

㌧・藷
㌔
r(御
飾
喉
潮
順
組
噌
漱
用
足
云
温
柔
掛
る
、
傾
値
を
咬
換
櫃
値
の
略
網
党
ら
し
労
乃
こ
域
を
)、
浜
経
濟
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上

翻

醐
.
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彗
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摺
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縫
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澄
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∵
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銘

簸
浬
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債
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議

し
.
他
を
萎

換
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値
」
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」
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幽
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『

は

、
.・以

上

の
引
用
文

で
以

て
明
白
で
あ
ら
う

。

「

、

.
、幽
.

更

に
叉

7
ラ
ツ
ッ

噂
魂
ツ
リ
ー
は
、
其
筈
　
「
マ
ル

汐

ス
慣
値
説

の
就
會

的
内
容
』
中

に
於

て
次

の
如

く
論

じ
て

居

る
。
.

「

も

や

.

「
大
抵
の
償
値
説
に
於
て
は
、
債
値
ぜ
交
換
償
値
ご
は
別
個

の
も

の
で
な
く
、
嚇
し
て

「
儂
値
」
ε
名
付
け
ら
る

セ

う

ロ

た

.

る
も

の
に
つ
い
て
は
、
「̀

現
象
が
如
何
に
複
雑
な
る
憂
化
を
な
さ
ラ
ε
も
、
一

尉
の
交
換
關
係

に
掛
す

る

コ
　

直
接
な
る
關
係
一

原
因
ε
し
て
か
、
尺
侵

ε
し
て
か
、
.或
は
そ
れ
に
類
似
し
た
る
も

の
ご
し
て
の
、
一

が

む

む

じ

.

主
張

さ
る

、
の
で
あ

る
が
、

マ
ル
ク

ス
に
ε

つ
て

は
、

一
の
財

を

「
贋
値
」

ε
し

て
理
解
す

る

こ
ε

は
、
財

の
「

む

　

つ

　

む

、
.具
謄
…的
交
換
關
係

、
即

ち
財

の
交
換
償

値
に
關

し

、
未

だ
何
事

を
も
語

っ
て
居
な

い
の

で
あ

る
。
云

々
』

-
僧

ほ

ア

ペ
レ

ソ
グ
も

、
.其
著

「
畢
生
用

マ
ル
ク
ス
」

に
於

て
、
第

一
部
、
・
第

一・章

、
第

一
節
を

「
三

種

の
償
値

』

ご
思

し
、
使
用
債
値
、
債
値
、

及

び
交
換
債
値

の
各

々
に
就

て
次

の
如

き
簡
軍

な
る
説
明
を
下

し
て
居

る
。
`

.

『
使
用
償
直
。

…

使
用
贋
値

は

商
品

に
内
在
す

庖
も

の
で
あ

っ
て
、商

品
を
離
れ

て
は
存

在
す

ε
こ
ざ

が
出

來

げ

ド

じ

じ

じ

へ

.

ね

。
・商

品

の
使
用
贋
値

ば
商
品

交
換

の
基
礎

ε
な

b
、
富

の
實
質

を
な
す
も

の
で
あ

っ
て
、
其
商

品

の
消
費

に

.

よ

っ
て
初

め
て
實
現

さ
れ

右
も

の
で
む
り
、
又
第
三
種

の
債
値

、
.印

ぢ
交
換

贋
値

の
貯
職
塵

ε
な

る
も

の
で
あ

.

.む
』
ρ
.

・

瓦

・

・
.

む

む

ロ
　

む

　

　

　

コ
　

　

む

　

、「
質
値
。

…
・鉱
そ
し
て
交

換
傾
値

の
観
念

に
達

す

る
爲

め

に
は
、
其
間

に
、
使
用
償
値

ε
は
別
物

た
る
、
債
値

の

む

む

観
念

を
逓
過

し
.な
げ
れ
ば
な
射
.諏
。

・ξ
三
…

・・商

品

の
償
値

ε
は
、
其
う
ち

に
鴨

現
せ
ら

れ
て
居

る
抽
象
的

勢

.

働

の
分
量

で
あ
み
」
。

輪

読

呵
ル
〃
ス
の
労
働
頂
僧
階論
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根
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命
題
熊
調
て
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一
げ

第
十
一
奮
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二
號
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七
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論
・
説

.マ
ル
〃
ス
の
労
働
侃
値
論
.の
根
本
命
題
に
就
て
(
ご

第
十
一
巻

(第
二
號
.

五
八
)

二
〇
八

.

「
交
換
債
値
。

交
換
債
値

ε
は
、
使
用
償
値

の
交
換

せ
ら

れ
ム
比

例

で
あ

る
0
商
品

の

使
用

償
値

ε
は

別
物
π

む

　

の

る
、
商
品
…の
償
値

の
表
示

せ
ら

れ

る
形
、式
で
あ

る
」
。

・以
上

例
示

し
た

る
如

く
、
.多

く

の
學
者

は
既

に
、
.
ア
ル
ク

弘
が
英

國
正
統

派
學
者

ご
異
り
儂
値

ε
交
換

債
値

ざ

を

別
種

の
概

念

ε
し
て
取
扱

っ
て
居

る

こ
.ど
を
認

め

て
居

る
。
併

し
乍
ら
此
等

の
人

々
は

、
軍

に
.
ワ
ル
ク

ス
が
交

換
.慣
値

ξ
慣
値

ε
を
匠

別

し
た

る

こ
ε
、を
記
載
す

る

に
止

ま
り

、
或

は
.マ
ル
ク

ス
が
吐

血
者

の
各

々
に
附

し
拠

る

ロ

.

意
義

を
定
義
的

に
約
言

せ

る
に
止

ま
り
、
進

ん
で
両
.者

の
關
係
及

び
其
各

々
に
特
有

な

る
意
義

を
詳

細

に
説

明

し

て
居
な

い
庖
う

で
あ

る
。
現

ん
や

マ
、
ル
ク

ス
を
評
繹

せ
る
學
者
中

、
、マ
ル
ク
ス
の
所

謂
鎖
値

ε
交

換
償
値

ざ
を
全

然
匠

捌
せ
す

.
或

は
此

両
者

を
全
然

同

一
概

念
な
し

ε
主
張
す

る
人

々
の
著
書

に
在

り
て
は
、
上

記
の
黙

に

っ
き

何
等

の
顧
慮

が
用

ひ
ら

れ
て
居

な
●い
の
は
勿
論
で
あ

る
。

で
れ
ば

余

は
、
項

を
改

め
て
直
接

マ
ル
ク

ス
の
原

文

に

つ
き
、
そ

の
交
換
贋
値
及

び
債
値
.の
歴

別
及

び
關

係

に
關
す

る
意

見

を
強
盛
す

る
積

り
で
め

る
が
、

一
恋
そ
れ
'に

.

先
ち

、

マ
ル
ク

ス
の
所
謂

贋
値

及
び
交
換
憤
値

の
匠
別
を
認

め
ざ

る
學
者

の

一
二
を

例
示
す

る
こ
ε
も

、
無

用

で

は
な
か
ら

う
。
.

　
の

.

例

へ
ば

最

近

に

舶

載

し

だ

エ

あ

・
べ
・1

〃

の

『
カ

ア

ル

・
マ

ル

ク

ス
。

彼

れ

の

生

涯

及

び

彼

れ

の

學

説

」
・
に

は

次

の

如

く

述

べ

て

あ

る

。
.
.

.
圏

ぐ

コ
　

の

ロ

じ

む

む

む

む

、
『
從

て
、

マ
ル
グ

ス
に
糠

れ
ば
、
交
換
積
徳

は
次

の
如
く
定

義

さ
る

、
。

[
商
品

の
交

換
慣
値

は
、
そ

の
再
生
産

ユ

.

が
必

要
ざ
す

る
所

の
、
肚
會
的

に
必
要

な

る
勢
働

の
卦
量

よ
り
成

る
』
。
、
.

、
・

か

　

む

　

む

・即
ち

ペ
ゼ

〃
は
瓢
商

品
の
生
産
の
陀
晦
肚
會
的
に
必
要
な
る
勢
動
の
分
量
が
、
そ
の
交
換
償
値
を
測
定
す

る
も
の
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曜

.

・

,

,

唇

ε

マ
ル
グ

ス
が
主

張
し
て
居

る
や
う

に
解
羅

し
て
居

る

の
で
あ

る
。
併

し

マ
ル
ク

ス
は
明

か
に
.
.

語

士

ゴ

裟

・
盤

或
・
あ

財
・
、禦

・
橡

禦

其
中
軽

・
れ
、
・
講

化
・
れ
・
居
畿

・

卿

.騨
.

の
み
贋
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
償
値
の
大

さ
は
、
如
何

に
し
て
之
を
測

乃
か
。
曰
く
、
使
用
償
値

嵩

∬
緑

の
ヰ
巷

ま
る
馬

蝉

嚢

實
螢

即
ち
蕩

の
滑
量
・
・
つ
て
之
を
測
る
・
云
ふ

'

擁

贈

唖

聾

　　

　

ぴ

　

　

　む

ε
盲

っ
て
居

る
の
で

あ

る

か
ら

、

べ
噛

ル
が
交
換
償
疽

ε
謂

へ
る
は

、
實
は
悉

く

マ
ル
ク

ス
が
償
値

ε
謂

へ
る
も

他藩
難
隷
四謬

総
目鰹
嘘
雛

.

れ
ば
な
畠

。
」

淋

雛

人
民
ぜ

居

ア
.ダ
.ム

・
ス
ミ
ス
以
來
殆

ご
凡

て
の
正
統

派

麗
濟

學
.者

は
、
物

の
贋
値

を
分
う

て
使
用

儂
値

ご
交
.換
贋
値

ご

L
て

第
雄
論

鵜
ド
鷲
獅
鍛
蕪
蒲騒
総
踊
藩

縣
、蕪

二
箇
庭
・
撃

如
・
て
『(從
・
姦

騨

蟹

・
…

籍

啓

量

・
つ
て
盾

る
・
・

膿

蹴

皇

に
出
て
蜆
れ
ば
、
博
吉

、
マ
多

ス
が
正
統
経

済
墨
書

同
じ
く
、
簸

な
る
吉
葉
を
狭
義
に
使
用
し

・㎞
駿

瀧
鰻

の

て
変
換
贋
値

ぜ
意
味
せ

し
め
て
居

る
、
r
ご
解

し
て
居

ら

る

、
や
う

で

み
る
。

D
助

場
動

論

説
.

マ
ル
〃
ス
の
勢
働
便
値
論
の
根
本
命
題
ド
就
て
(
一
ソ
.

第
十

一巻

(第
二
號

五
九
)

二
ρ
九

㌔

'

、

3
.
.

」
.



・

O

●

、

講

説

充

・
あ

需

催

論
雀

木
魑

温

き

).
.

潭

悪

秀
二
號

。§

三

。

む

　

　

ご

　

む

む

つ

∵
助
.
rマ
ル
・
・
峡
.
栗

露

悪

隻

章
の
最
初
の
部
分
・
噂

は
、
使
用
艦

三
文
讐

讐

・
就

い
て

説
明

を
加

△
て
居

る
。
.旧

く
。
.

一

　

む

　

　

エ

『物

の
有
用
性
は
、共
物
を
使
用
儲
位
た
ち
し
ぬ
る
」

、
.

『解

響

・
、・奮

ぞ

は
婆

・
依

つ
・
の
・
使
漏

値
や、る
魯

を
羅

明
・-
そ
レ
て
五、
々
の
箋

せ
ん
手

舟

會
形
態
に
於
て
越

そ
れ
は

(瑚

使
用
綴

に
両

鷺

叉
、
凌

播

値
霧

的
負
磐

を
形
成

す

る
の
で

あ
る
』

.

『鍵

騨

は
先
づ
・分
瀦

係
、即
ち

一
種
類
の
使
用
腰

が
他
種
類
の
使
用
盤

妄

換
せ
ら
・
島

例
(此

む

む

む

ロ

.

の
比
例
は
時
ε
庭

ピ
に
準
じ
て
絶

え
ず
攣
化
す

る
)
.ε
し
て
現
は
れ
る
。
故
七
交
換
償
値
は
偶
然
的
な
純
相
野

的
な
も
の
で
、
随

っ
て
商
品
に
内
在
固
有
な
る
.交
換
償
値

(固
有
償
値
)
め
b
ご
云
、渉
は
、

一
の
形
容
矛
盾
で
あ

の

コ

コ

る

か

に

見

え

る

・三

:
」

　

む

　

む

　

ナ

む

り

「
諸
商
品
は
使
用
慣
位

置
し
て
は
、
互
に
質
を
異

に
す

る
ざ
云
ふ
こ
ε
が
先

に
立

つ
が
、
交
換
償
値

ε
し
て
は
唯

だ
量
を
異

に
し
得

る
に
過
ぎ
ぬ
、
即
ち
使
用
債
値
の

一
原
子
を
も
含
ま
禰
の
で
あ
る
」

、
.此
等
の
峯

を

亘

す
を

き
青

峡

マ
ル
・
ス
が
商
品
を
質
の
方
面
よ
義

察
し
て
使
用
償
値
な
る
概
念

を
、
天
芝
を
量
の
方
面
よ
b
観
察
し
て
交
換
償
値
な
る
概
念
を
、
構
成
し
た

る
か
の
如
く
看
做
…し
、
斯
く
て
動
も

す
れ
ば
覧
比
熱
に
就
で

マ
ル
ク
ス
を
美
園
正
統
派
純
濟
學
者
ε
同
様
な
る
立
場

に
在

る
も
の
ε
考

へ
易

い
の
で
あ

る
。
從
τ
『
資
本
論
』
の
後
の
部
分
柔
於
て
輩
に
債
値
な
乃
吉
葉
が
使
用

さ
る
、
場
合
に
あ
、
之
を
交
換
債
値
の
略

む

ほ

む

む

つ

む

稠
な

り
.乞
解

し
、
「
マ
ル
ク

ス
が
問

題
こ
す

る
所

の
債

値
な

る
も

の
は
、
商
品

の
交
換
贋
値

で
あ

る
』
ε
主
張
す

る

】)Marx,DasKapital,1.S.2、 高 畠 氏 灘 本(三 頁)に 掠 る 。

引 用 者 挿 入.2)

Marx,DasKapital,1.S..2.高 畠 氏 澤 本(四 頁)に 擦 ろ 。9)

4)Marx,Da
5)Marx,Da:翻 謝:}:§:茸:離 離 棄懸ll灘:



暫

、

に
至
・
の
で
あ
嘉

.

.エ

グ
・
袈

の
如
喜

ロ
ウ
・
居
・
の
覧

る
ミ

此
震

害

ら
ざ
・
・
嘉

明
か

臥

要

る

で

あ

ら

う

。
.
日

ぐ

。

・

h
.
.

・
.
.
.
.

畑

『本
章
澱

頭
・
於
・
罫

馨

癖

藩

府
野
蛮

ぴ
鍵

慰

で
あ
嗜

つ
た
が
、
・
れ
㎎
厳
密
に
麟

、

云
・
.義

字

あ
・
。
商
品
・
寧
・
使
用
艦

野

鯖

禦

・
奪

、
洛

藩

賑

。
る
。
縁

」

燃
.

マ
ル
ク
ス
の
育

に
擦
て
親
れ
ば
、
各
商
品
を
別
々
糺
魏
察
す

る
ε
き
は
、
そ
は
使
用
償
笛
並
び
に
債
値
で
あ
っ
て

玩
.

撫

無

縫

糠

畳
く
ε
,
に
始
め
て
翻
鍵
艀
ぼ
な
る
特
質
を
帯
ぶ
る
に
至
、
の
で
あ
。
擁

騰

.

、
・
・
ノ
蔭

商
品
・
交
落

筆

嘉

す
・
歯

・
て
、
例
・
探

・
て
誇

如
忍

目
・
て
居
る
.

糧

輝

.

『
憂

の
商
品
、
例

へ
竺

・
亨

タ

・
め

小
霞

f

量
の
靴
墨
、
.・
量

の
絹
、
墓

の
金
、約
し
て
云

へ
ば

、
曜

曜
.

種
々
様
々
な
比
例
・
於
け
・
他
の
需

品
妾

誓

れ
…

れ
ば
小
譲

、
里

の
交
溶

値
の
み
を
有
す
.

凝

醐

る
も
の
で
装

巌

・
交
欝

値
・
有
し
て
　

の
で
　

.
然
る
に
姦

の
靴
墨
は
、
y
風見
Φ
璽

Z
.

澄

「
量

の
金
な

ざ

・
同
じ
《
、
締

て

一
ク
ぞ

タ

ア
の
小
変

の
交

換
僧
値

て
あ

る
か
5

、
κ
量

の
靴

墨
、
γ
魔

の
絹

U

U

・

垂

の
金
・
・
墨

互
短

換
・
得
・
若
底

豆
長

大
・
を
筆

写

・
・
婚

難

あ
ら
鍛

魏
穐

.

瞬
断

そ
;
で
篁

に
斯
芸

・
結
論
が
隼

・
.
響

同
・
一
曹

即
・
有
壁

・
諸
交
穰

管

}
箇
・
笙

物
を
詠

黛

.

甕

著

.
譲

雌

第
二
.
穂
起
て
蓉

確

・
も
・
は
、
・
れ
自
身
ざ
匠
別
し
得
b
る
Y
或
内
容
の
表
翫早

轄

、
法

、

郁

ち

「
現

象

形

態

」
π

め

得

る

の

み

で

め

る
」
.

、

、

、
.
.

「

「

M

引

M

ゲ
斯
丸
て
.マ
ル
ク
ヌ
爆

」

重
複
を
厭
は
す
し
て
、
同
℃
意
味
の
ご
足
を
繰
返
滋
述
ぶ
る
な
ち
ぜ
、
一

筆

り

勿

論

號

・
ル
〃
誘

勢
盈

纂

珍
襲

命
題
・
望

}
)

噛

第
±
.
巻

(箏

厩

六
一=

一
.こ

、

・
.
.

:
.
.
.

ド

旨
.
.
.
.
.
.

u
.
.
.
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.
「
-
㌧
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-
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、
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r
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ピ
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ド
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、

で

,
.

r

.

.司

、

寸
.

一

層

,

論

説
.

マ
ル
グ
ス
の
鼻
衝
価
値
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(
ご

第
十
一
巻

(第
二
號

六
二
}
.
一
二
二

に
商
品

の
諸
交

換
領
値
は

一
の
共
慰
物

に
約

元
す

る

こ
ざ
が
出
來

る

(恰

か
も
吾

々
が

、
幾
何
學
上
総

て

の
直
線

形

の
面
積

を
決
定

し
比

較
す

る
爲
に
、
そ
れ
等
を
三
角

形

に
分

解
し
胸
元
す

る
が
如
∠

に
)

ε
云

ふ
ご
ε
、
及

び

.

第

一、一
に

一
般

に
交

換
償
値

な

る
も

の
は
、
商
品

に
共
通

な

る
或

内
在

物

を
肚

會
現
象

ε
し

て
外

部
に
表

章
し
た

る

も

の
に
過
ぎ
薄

い
ご
云
ふ

こ
ご
、

の
二
命
題

を
得

た

の
で
あ

る
。
此

苓
両
命
題

は
互

に
離

っ

べ
伽
ら
ざ

る
欄
係

を

有
し

て
屠

る
の
で
あ

る
が

、
説

明
の
便
宜
上

之
を

別

々
に
考

へ
、
以
て

マ
ル
ク

ス
の
意

の
存
す

る
所
を
忖
度

し
ゃ

.う

ご
思

ふ
。

、
.
.

「.
.
.

.

D

.

第
.
一
に
、
商
品

の
諸
交
換
債
値

が
表
章
す

る
所

¢
、

一
箇

の
等

「
物
若

く
は
共
通
物

ξ
は
何

を
意
味
す

る

や
、

も

マ

の
問
題
を
研
究
す

る
こ
冠

、
す

る
。

マ
ル
.ク
ス
は
此
共
通
物
℃
し
て
、
先
づ
諸
商
品
の
幾
何
學
的
、
物
理
毘
的

、

化
學
的
、
若
く
は
其
他
の
自
然
的
性
質
を
考

へ
た
。
併
し
此
等
の
性
質
は
商
品
を
使
用
横
位
た
ち

し
む
る
限
り
に

.
於
て
の
み
重
要
で
あ

っ
て
、
其
交
換
債
値
を
考
ふ
る
.場
合
に
は
何
等
の
役
目
を
も
果

さ
な

い
こ
ξ
を
獲
見
し
π
。

ラ

も

仍

て

マ
ル
ク
・ス
は
商

品
實
禮

か
ら

、

そ
の
幾
何
畢

的
、
勅

理
學

的
、
.化
學
的

、
若

く
は
其
他

の
自
然
的

性
質
を

、

　

り

む

む

　

別
言
す
れ
ば
そ
の
使
用
僧
値
を
、
分
離
せ
し
め
て
考
察
す
み
こ
き

に
よ
b
、

む

　

　

　

む

「
そ
こ
で
、
商
口齪
睨
を
其

の
使
用
僧
位
か
ら
離
れ
見
る
ε
き
は
、
蔑
ろ
所
は
唯
だ
勢
働
生
産
物
た
る

一
性
質
の
み

の

で
あ

る
』

.

ξ
の
結
論

に
到

達

し
た
の
で
あ

る
。

ダ

の

抑
も
勢
働
ε
は
、『
人
間

の
脳
髄
や
馬
筋
肉

や
、
.
棘
纏
や
、
手
な
ご
の
生
産
的
支
出
」

の
謂
、で
あ
っ
て
、
決
し
て

込
澗
以
外
め

も
の
、
例

へ
ば
天
然
力
、
機
械
力
等
の
如
一き
も
の
を
　謂
ふ
の
4
、
は
電
や
か
ら
、
省
貨
物
が
血
曾

の
人

1)恥 期D朗 τK・函 ・1,r・&3.高 畠氏 課 木 「渋 頁 陰 照 。

.2)M旦rx,Das躍apitalJ.S .4.高 畠 氏 澤 本(七 頁)1こ 擦 る 。.
.

二目γ 恥■円環【,.Da3.K@F腫ta1,1.S..Io.高 畠 長 言畢本(二(⊃ 頁)1こ 擦 る 。

.

昌
」直
.
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7

、

圃

人
の
隊

に
轆

々
費
賢

き
る

、
に
當

っ
て
、
其
交
換
の
割
合
を
第

一
.次
昨
に
洗
足
す
る
も
分
時
・
各
賞
粉

の
生
産
に

砺

糠
難
無
難
鯵
議
蘇
隠

縫
難

難

鱗
わ
　鋤
へ　

難

　欝　無
　　撫難

藷総

締

　　
㎞

㎞
跡
.

に
就
で

は
、
詳
細

に
之
が
説
明
を
下
心
て
居
ら
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
る
に

マ
川
ク
ス
は
此
黙
に
聞
し
蜘
の
如
く

述

べ
.て
る
る
ゆ

り
恥

ノ

齢

輩

マ
ル
受

雰

働
但
纂

の
葉

分
讐

就
て
≡

筆

暮

(第
二
號

六
三
}̀

三

三

■

1

卜

「



-
凋

G

論

説

マ
ル
〃
.ス
の
勢
簡
便
値
論
の
根

本
命
題
に
就
て

(
ご

・

第
+

一
巻

(第
二
號

六
四
)

二

一
四

・
.「吾
か
が
勢
働
生
産
物
の
使
用
償
値

か
ら
抽
象
す

る
の
は
、
同
時

に
叉
、
勢
働
生
産
物
を
使
用
慣
値
た
略
し
め
る

離
々
の
有
形
的
成
分
及
び
形
態
か
む
抽
象
す
る
断
以
で
あ
る
。
斯
く
て
勢
働
生
産
物
は
、
も
は
や
卓
子
で
も
な

.

.ぐ
、
家
で
も
な
し
、
紡
綿
で
も
な
く
、
.又
催
の
何
等
の
有
用
物
で
も
星

い
∂勢
働
生
産
物
φ
総
て
の
有
形
的
性
質

.

は
潰
え
去

っ
て
居
る
。
熱
れ
は
叉
、
も
は
や
摺
物
勢
働
、
建
築
夢
働
、
紡
績
勢
働
、
其
他

】
定
の
生
産
的
労
働

砺

・
霧

　

暴

墨

霧

・
有
用
的
彎

曲八…

れ
藁

座
農

現
葵

蕩

・
有

職

　用
的
性
質

も
亦
清
滅
し
、
こ
れ
ら
諸
勢
勤
の
種
々
壮
る
具
膿
的
形
態
も
亦
消
滅
す
る
。
.諸
勢
働
臓
最
早
互
に
相

郵

.

異
る
所
　

葱

・
が
笠

・
・
入
墨

動
画

・
抽
象
的
入
墨

轡

約
元
調

て
・
ゐ

。

、

剛

即
・
・
　

募

れ
ば
、
囎

・
生
啓

必
饗

・
勢
轡

は
、
具
欝

・
酋

的
を
難

だ
る
笠
.
の
翼

諏

訂
人
間
勢
働
の
鯉

あ
っ
て
、
而
し
て
各
商
品
の
交
換
の
割
合
を
決
定
す
る
も
稔

、
各
商
品
中
に
含
ま
る
・
此

賑

黎

的
人
間
業

の
書

に
外
な
亮

・
從
・
各
商
品
を
菱

織

値
の
方
面
の
み
　

製

す
を

き
は
、
・

晒

,

は
軍
に
.
『
無
差
別
な
る
人
聞
勢
働
の
、
換
言
す
れ
ば
其
支
出
の
形
式
に
頓
着
な
き
人
間
勢
働
力
の
支
出

の
、
輩
な

隠
隠
鳳

捻
罵
騨
鷺
鶴
鶴
誉

雛
旧謹
輔
麗
欝
韓
翰
耀

測器

依鍵
鱒
難

パ顯

魏

解
騨駿

羅
蕪

離
職
難

澱

む

　

の

輩
費
き
れ
た
る
抽
象
的
人
間
勢
働
を
、
若
く
は
償
疽
な
る

一
箇
の
等

一
物
を
、
褒
章
し
て
居

る
遭
い
ふ
こ
ε
に
な

の
勃
尚

/'



＼

」

る
の
で
あ
る
。
.マ
ル
ク
ス
は
這
般

の
消
息
を
次
の
如
く
語

っ
て
居

る
。

・

『
諸
商
品
の
交
換
関
係
に
於
て
、其
愛
撫
廣
僻
は
、
其
諸
々
の
衡
肝
肝
僅

か
ら
全
や
凋
立
の
も

の
な
る
こ
ε
は
、

ロ

む

む

む
　

　

既

に
吾

々
の
見
た
所
で
め

を
。
然
る
に
勢
働
諸
生
産
励

の
使
用
横
位
を
實
際

に
抽
象
し
去

っ
.て
し
ま
ふ
`
、
.上

.

に
限
定
さ
れ
争

う
箕

の
慰

獲

る
・
警

商
品
の
交
換
関
係
.
若
く
は
斎

騨

に
爆

管

所
の
共

む

む

ゆ

通
…物
は
、
即
ち
其
商

口叩
の
贋
値

で
み

る
」
。

。

む

む

む

む

以
上
述

べ
乗

り
た

な
所

に
瓜
b
、

マ
〃
久
ス
の
第

一
命

題

、
邸
ち

『
.一
商

品

の
諸
交

換
債
値

は
.

一
箇

の
等

一

物
(ぞ

異

場

裏

草
す
・
」
・
・
…

の
意
味
・
、
・
竈

・
　

・
・
愚

妻

更
・
・
…
.

鷹

む

む

む

　

の
設
け
だ
第

二
の
命
題
、
.即
ち

「
総

じ
て
交
換
慣
値
な
る
も
の
は
、
そ
れ
自
身

ご
塵
別
し
得
ら

る
」
或
内
容

の
表

琳

章
法
、
即
ち
「
現
象
形
艦
」
た
り
得
お
の
み
で
あ
る
」
こ
い
ふ
こ
ご
の
意
味
も
、
以
上
の
説
明
か
ら
自
ら
判

明
す
る

無

・
　

・
か
患

皇

ド
正

確

な
所
・
・
づ
・
明
か
・
る
㌍

、
マ
ル
ク
ス
に
在
っ
て
は
.
凡
そ
交
換
債

偏

位
な
る
も
の
は
、
盟
濁

に
考

へ
ら
れ
π
る

一
商
品
に
就
て
は
講
成
さ
れ
得
璽
い
所

の
概
念
で
あ

っ
て
、
一
二
個
以
上

愚

.

の
膏
甜
を
互

に
交
換
す
る
場
合

に
始
め
て
考
.へ
ら

る
、
も
の
で
あ
.み
。
而
し
て
此
掛
合
に
は
、
各
商
品
.に
内
在
ぜ

ロ

る
使
用
盤

及
び
悟

な
る
麗

質
霧

り
讐

の
み
が
問
題
忌

り
氷
り
・
此
の
盤

菖

警

し
て
各
商
品

脚

の
交
換
が
行
は
れ
・
從
て
需

品
の
交
響

値
が
定
　

の
で
め
る
・
償
値
は
内
容
で
あ
っ
て
・
交
播

優

現

蝋

欝

・
ザ
歴

繍

量

で
あ
・
・
、,交
換
歴

は
相
対
的
概
念
で
あ
る
.
・
れ
噸
〃
グ
・
の
第
・
豊

如

.

の
生
す
を
所
以
で
あ
る
。

M

以
上
准
似
て
、
余
は
、

で
.川
ク
ス
が

商
品
の
交
換
償
値
を
解
説
す
る
に
當
っ
て
下
し
た
る
」
.一個

の
命
題
を
説
明

り

諮覗

設
晒

マ
ル
〃
入
の
鼻
"働
偲
…値
論
の
根
本
命
題
に
融
脚て
(
一
)

鶴
川十

「
ぬ
偲

(第
一
{號

六
五
∀

二

}
五

レ

.

簡

.



周

、

巳

論

蝸
既

マ
ル
〃
ハ
の
瀞
μ働
偲
塀偉
論

の
根
本
命
題
皿に
就

て
(
一
)

盤
即
十
」
巻

(第

二
號

「

占ハ
エハ
∀

二

7
穴

む

ロ

む

む

む

む

し
了

へ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
説
明
は
同
時

に
、
面

.〃
ク
落
の
所
謂
償
値
な
る
概
念
ご
所
謂
交
換
債
値
な
る
概

念
ε
の
歴
.別
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
た
も
の
ご
信
中

る
。

.

今
試
み
に

マ
ル
ク
ス
の
所
謂
贋
値

ξ
交
換
償
値

し
の
匠
別
を
約
言
し
て
見

る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
な
る
で
あ
ち

う

ε
思
ふ
ゆ
.

〕

。

。

商
品
の
贋
値
`
は
、
噛そ
の
生
産

に
人
間
の
勢
働
が
費
さ
れ
て
居
る
ε
い
ふ
事
實

よ
り
獲
生
す

る
所
の
、
商
品
の

一
性
質
で
あ

う
て
、
そ
の
大
小
は
商
品
の
(
再
)生
産

に
必
要
な

る
抽
象
的
人
間
勢
働

の
分
量
に
よ
り
て
測
定
㌧
得

ら
右
㌧
。
即
ち
或

=
陶
自
明
に
就
て
云

へ
ば
、
浩
の
生
産
に
必
要
な
る
人
間
勢
働
の
分
量
が
よ
り
大
に
な
れ
ば
、
を

む

む

の
便
値
ば
増
加
し
、
そ̀
の
分
量
誠
よ
り
小
に
な
れ
ば
、
そ
の
債
直
は
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
商
品

の
生

産
に
費

さ
る
、
勢
働
の
分
量
の
大
小
は
、
勢
働
の
生
産
力
の
大
小
に
反
比
例
す

る
。
.さ
れ
ば
『
畢
生
用

ワ
ル
ク
棊
」

・
は
、
柔

な
・
錘

式
を
用
ひ
・
鐘

を
諾

し
・
居
・
・
(・
は
盤

を
壷

は
篇

の
分
量
を
孟

・
て

の

P

は

生

産

力

を

示

す

)
。
.
.

、

、
.

・

、

、

・

む

む

商
品
の
贋
値

の
意
義
は
以
上
述
ぶ
る
如
く
で
あ
る
が
、
惟
ふ
に

一
の
商
品
を
他

の
商
品
に
劃
比
し
て
考

へ
る
の

む

　

で
な
け
れ
ば
、

一
高
口叩
の
債
値
な
る
概
念
は
殆
ん
ご
其
機
能
を
獲
挿
し
得
な

い
の
で
あ
る
。
仰
ち

一
商
品
の
生
産

に
要
す

る
弊
働
が
如
何
に
減
少
し
や
う
置
も
、
、換
言
す
れ
ば
其
商
品
の
絶
対
贋
億
が
如
何

に
下
落
し
ゃ
う

ε
も
、

そ
れ
の
み
で
は
殆
ん
ざ
無
意
義
で
あ

っ
て
、
之
を
他
の
商
品

ご
対
比
す
る
ど
き
、
即
ち
他
の
商
品

嬉
の
交
換
關
係

.

に
榿
く
ε
き
、
戴
冠

始
め
て
重
要
な
る
意
韮
【葱
生
す
も
こ
ざ

＼
准
行
。
而
か
も

一
高
…品
ざ
他
⑳
商
『
叩
ざ
の
交
換
關

む

む

係
に
置
く
博
き
、
吾

海
は
最
早
傾
値
な
る
各
商
品
の
内
在
的
性
質
ピ
は

異
れ
る

郷
郡
的
、

表
現
的

の
相
勢
形
式
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凸

、

・1

即
ち
勢
撫
鍵
画
一

に
着
目
し
て
居
狂
の
で
め
る
。
斯
く
て
僻
値
は
交
換
贋
値

の
内
容
ε
.な
b
↓
.、そ
の
尺
度

.

ピ
な
り
、
而

し
て
交
換
贋
値
は
償
値

の
表
.現
形
艦
`
な
る
の
で
あ
る
。
.、

.
マ
.ル
ク
ス
が
後
に
至

っ
て
、
、

『
…
・:
若
し
吾
々
が
、諸
商
品
は
只
だ
同
じ
肚
會
駒
草
位
の
、
即
ち
人
間
労
働
の
表
章
で
み
る
限
り
に
於
て
の
み
、
.

鯉
ぽ
対
象
性
を
有
す
る
こ
ε
、
随

っ
て
又
請
商
品
の
償
値
劉
象
性
は
純
枇
會
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ε
を
思
ひ
浮

も

ヤ

ヤ

ベ
み
な
ら
ば
、
此

啓

蒙

性
は
、
啓

明
需

品

の
肚
繍

係

に
於

て
の
み
現
は
れ

(・皆・・猛

昌
.旨
)
得
る
も
の

し

し

セ
も
　

ら

　

む

で

あ

る
こ

ざ
は
町
明

で
あ

る
。
實
際
ま

た
吾

々
は
嚢

に
、
贋
値
を
見
出
す

鴬

に
、
そ
れ
を
匿
ま

っ
て
(く
。蜂

8
奇
三

.
居
る
騨

の
欝

騨

若
く
は
交
換
爆

か
ち
畏

し
た
・
穿

は
・
今
ま
た
、
慰

の
此
の
墨

形
陪

立
.
.

　
　
ロ

ち
戻

ら
な

け
れ
ば
な
ぢ

ぬ
」
。
.

.

.

.

、
.

,
、

`
盲

へ
る
は
、
明
か

に
以

上
述

べ
元

る
彼

れ
の
償

値

及

び
交
換
債
値

に
封
ず

る
歴

別
観
.を
裏
書
す

る
も

の
で
あ
ら

、

う
ε
思

ふ
。
,

・

、

論

.説

マ
ル
グ

ス
の
戴
働
㎝慣
、働
輪
の
根

本
命
題
に
就
て
(
こ

鰍
十

}
春

バ第

二
號

犬
七
)

二

"
七

,

.
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